
る
の
に
、
果
し
て
著
者
の
言
ふ
如
く
世
人
が
然
か
考
へ
る
こ
と
た
好
ま
獄

い
因
智
の
力
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
、
そ
の
鮎
な
明
白
に
す
る
こ

と
が
こ
の
書
の
評
者
の
任
務
で
な
け
れ
ば
獄
ら
な
い
が
そ
れ
に
ば
自
ら
瑚

個
の
論
旨
葎
必
要
と
で
る
。
錐
者
ぽ
唯
著
者
の
立
論
の
最
後
の
根
抵
に
在

す
る
「
唯
一
の
吏
固
し
の
假
定
に
多
く
の
疑
問
な
有
ち
從
っ
て
著
者
が
啓
蒙

的
妥
協
設
に
過
ぎ
ぬ
と
し
て
躰
尽
す
ろ
創
建
再
建
替
れ
に
拘
様
ら
す
唯
一

つ
の
様
式
が
あ
ろ
と
す
る
思
想
に
却
っ
て
A
こ
癒
反
省
せ
ら
る
べ
き
も
の

が
あ
ろ
か
思
ひ
、
「
如
侮
に
」
と
い
ふ
こ
と
の
外
に
、
法
隆
暫
に
就
い
て
「
侮

が
」
問
ば
る
べ
き
か
と
い
ふ
こ
と
が
新
し
く
鞠
心
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
と

考
へ
る
の
で
あ
る
。
（
定
儂
六
・
○
○
、
由
果
京
｛
果
洋
文
庸
哩
養
行
）
〔
此
木
田
〕

翻
臼
本
古
代
経
直

交
一
篇
第
二
班
　
市
場

　
　
　
　
　
西
村
　
眞
次
著

　
は
や
く
よ
り
我
鰯
の
古
代
史
研
究
に
没
頭
し
、
丈
覧
た
主
と
ず
ろ
研
究

に
あ
き
表
ら
す
、
考
宵
學
、
土
俗
學
、
地
理
學
、
人
類
學
の
方
癒
に
も
手

な
婆
め
、
鍛
多
の
論
著
な
獲
衷
し
穴
驚
學
の
士
西
村
眞
次
段
に
、
一
鎖
宏

大
な
規
模
の
下
に
日
本
古
代
経
濟
の
閲
明
な
企
糊
し
，
生
産
消
費
の
講
篇

に
先
立
ち
、
先
づ
、
交
換
篇
を
世
に
問
ふ
六
Q

　
本
書
に
十
五
瞭
よ
り
な
り
、
市
揚
の
葦
生
た
論
じ
七
重
祉
た
考
詮
し
、

市
揚
の
景
凝
、
職
能
た
設
き
、
市
揚
法
を
解
説
す
る
等
古
代
の
交
換
経
濟

の
姿
た
細
叙
し
て
あ
ろ
。
轟
音
の
諸
説
を
充
分
に
紹
介
し
六
る
こ
と
、
睡

版
十
七
、
挿
圃
十
一
の
補
足
的
敷
果
1
1
如
上
の
細
叙
と
相
俊
ち
後
三
栄
黒

め
よ
き
艶
立
た
り
得
ろ
で
あ
ら
う
。

紹

介

　
上
梓
の
意
圃
が
古
代
経
上
更
の
論
蓮
に
あ
ろ
の
で
な
く
A
著
者
が
多
年

早
堅
田
町
潤
の
講
義
な
二
男
す
る
に
際
し
て
蒐
集
し
六
る
日
本
経
濟
資
料

た
分
類
・
整
理
・
綜
合
し
、
他
日
人
類
管
財
脱
角
か
ら
臼
本
古
代
更
を
論
ず

ろ
幕
営
と
な
す
と
共
に
、
他
颪
吏
眠
の
燃
犀
な
精
力
に
富
ん
だ
年
若
き
更

家
の
再
槍
討
に
資
ぜ
ん
と
す
る
に
あ
ろ
の
で
、
杢
篇
麗
な
虫
と
し
て
史
實

の
考
識
と
資
料
の
解
説
に
注
が
れ
六
こ
と
に
云
ふ
迄
も
な
い
。
併
t
理
論

的
主
張
も
決
し
て
少
く
な
く
、
中
に
も
市
場
の
究
術
宗
敏
的
超
原
論
の
如

き
ば
熱
意
浴
ろ
・
ぽ
か
り
で
あ
ろ
。

　
書
紀
・
風
土
翻
の
所
載
と
盗
地
の
土
俗
的
資
料
に
基
き
、
イ
チ
に
イ
ン

キ
の
約
と
考
へ
、
鴫
巾
は
綱
め
聯
に
物
岬
か
供
へ
ろ
義
で
あ
っ
六
・
も
の
が
中
程

で
ば
紳
人
に
、
後
に
拭
人
に
物
た
興
へ
ろ
義
に
憂
つ
六
も
の
で
あ
ら
う
と

述
べ
、
歌
垣
起
原
説
、
政
治
趨
二
親
、
三
二
貨
物
交
換
趙
原
観
等
何
れ
も

が
市
場
の
起
原
た
設
き
得
な
い
こ
と
な
主
張
す
る
。
古
代
史
に
於
け
る
統

一
な
児
詳
察
敏
的
な
う
も
の
に
求
め
う
と
こ
ろ
、
近
蒔
の
丈
化
吏
酌
研
究

と
枳
蓮
す
る
か
の
如
く
思
櫨
、
れ
る
O

　
其
他
、
市
揚
の
職
能
と
し
て
、
飛
鳥
・
雲
叢
時
代
に
見
ら
れ
る
物
償
の

人
霊
的
調
節
、
罪
人
捜
査
為
纂
げ
、
挙
安
市
場
の
業
態
な
分
朋
な
ら
し
め

る
貢
め
、
こ
れ
と
朝
鮮
市
場
と
を
比
較
し
カ
る
等
興
味
深
い
意
見
に
も
擾

す
る
こ
と
が
衝
來
ろ
Q

　
照
版
の
主
旨
か
ら
無
熱
駈
る
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
が
、
畢
面
附
叙
蓮
の
精

細
な
る
に
比
し
て
立
射
的
或
ほ
総
覧
的
親
明
が
あ
ま
り
に
物
足
り
な
く
に

あ
ろ
ま
い
か
O
望
蜀
の
き
ら
ひ
が
あ
る
が
、
市
揚
に
衷
に
れ
雲
支
配
關
係

噂
代
の
推
移
と
市
揚
等
に
關
す
る
精
緻
磯
明
侠
獄
論
断
か
綾
篇
に
期
縛
す

第
十
八
巻
　
第
四
號
　
　
七
四
五
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、
譲

る
次
第
で
あ
∵
る
。
（
㎞
悶
轟
ハ
純
山
守
、
定
盤
叫
二
・
五
〇
、
富
漏
電
前
堂
…
刊
）
〔
士
爵
田
）

⑱
多
賀
憩
就
史

多
賀
紳
趾
就
職
所
編

　
近
年
各
軸
唱
の
有
名
な
る
諸
融
山
守
の
歴
由
玉
の
由
出
版
さ
る
～
事
ん
多
鉦
・
を
加
へ

斯
界
を
御
盆
し
つ
・
あ
ろ
が
、
今
日
こ
・
に
「
多
賀
紳
祉
史
」
の
刊
行
為
熟

う
に
三
つ
象
9
本
書
ぽ
近
江
國
犬
上
郡
の
官
幣
大
融
多
賀
榊
祉
の
浩
柔
な

認
蓮
遷
る
も
の
で
、
最
近
の
一
夕
造
螢
一
回
説
念
事
業
の
｝
と
し
て
、
普

く
江
湖
に
頒
ち
融
徳
顯
現
に
資
ぜ
ん
爲
の
旧
版
で
あ
る
。
営
地
蔽
一
博
士

国
王
の
下
に
、
丈
三
士
石
村
三
一
氏
主
と
し
て
草
案
の
執
筆
に
當
り
、
労

ら
三
上
左
明
、
菅
原
敏
信
爾
學
士
の
助
力
為
得
て
成
っ
穴
も
の
で
あ
ろ
。

　
先
づ
第
一
に
祭
聯
並
に
鎭
座
、
職
名
の
由
來
等
奄
明
か
に
し
、
奈
良
朝

に
及
ん
で
紳
封
の
寄
進
あ
弓
、
そ
れ
よ
り
漸
次
上
下
の
崇
敬
為
受
け
て
趾

絡
の
昇
進
し
來
つ
六
漕
息
軍
立
し
て
み
る
。
鎌
倉
畦
代
に
至
っ
て
に
職
蓮

隆
晶
に
締
ひ
、
そ
の
巾
期
以
降
ほ
古
文
書
の
今
日
に
保
准
ぜ
ら
ろ
」
も
の

鋼
合
に
多
き
が
警
め
、
融
内
に
氏
座
郡
座
の
二
座
の
獲
生
母
見
大
ぶ
、
，
近

泣
國
に
羅
大
な
ろ
勢
力
為
書
む
ろ
山
門
領
に
濃
し
て
多
賀
氏
が
鎌
倉
幕
府

の
武
威
た
背
景
と
し
て
永
く
繋
禦
を
績
け
六
醸
等
、
口
本
祉
倉
史
上
興
味

あ
る
叙
蓮
た
見
ろ
聯
が
繊
踊
る
〇
五
辻
宮
守
良
親
王
の
野
猿
請
、
粥
北
爾

朝
か
ら
の
誘
引
等
ほ
吉
野
朝
時
代
の
抗
争
史
な
窺
ふ
に
流
露
で
あ
ら
う
。

更
に
竃
町
時
代
に
至
っ
て
に
、
鎌
倉
聴
代
事
事
久
し
く
勢
力
為
振
ひ
來
つ

敦
曲
解
雛
御
家
人
の
泓
落
に
俘
ひ
、
淋
富
寺
不
茶
立
た
上
首
と
ず
ろ
融
癬

の
活
動
と
な
り
玉
響
的
に
そ
の
儒
仰
な
流
布
す
う
に
葦
つ
糞
如
吾
、
宵
野

覇
時
代
に
端
為
嚢
マ
ろ
所
の
一
般
激
務
に
關
し
て
協
議
総
藻
ぐ
ろ
細
鱗
擬

｝
箪
十
・
入
巷
　
　
窮
四
二
　
　
　
七
鵬
六

關
の
著
し
毫
獲
麗
の
知
壱
、
又
不
動
院
聯
宮
寺
の
義
人
韓
の
餓
世
の
闘
に

於
け
る
屋
蝿
し
き
活
躍
の
如
き
敦
れ
も
現
霧
す
る
害
丈
書
古
記
錐
に
よ
り

鯖
密
に
論
究
さ
れ
て
る
る
。
更
に
此
時
代
か
ら
安
土
桃
田
暗
代
に
か
媚
て

將
軍
回
始
め
六
角
、
淺
勢
、
武
聞
、
大
内
、
織
田
馬
整
臣
諸
氏
の
本
甦
鞍

信
の
典
賓
に
ば
三
代
武
士
の
精
脚
生
活
の
こ
臨
を
考
へ
る
事
が
醐
來
ろ
で

あ
ら
う
。
江
戸
蒔
代
に
入
り
て
に
、
｝
祉
の
基
礎
漸
く
間
く
、
組
織
具
ほ

り
、
世
々
の
別
當
に
巧
に
公
武
上
下
の
問
に
虞
し
、
瀞
徳
の
賞
揚
に
努
め

て
朝
廷
武
家
藩
主
の
保
護
葎
受
け
、
更
に
一
般
衆
廉
の
間
に
薙
、
研
謂
多

賀
儒
…
仰
為
流
布
ゼ
し
む
う
に
至
つ
力
厭
態
な
蓮
べ
、
他
幅
趣
瀧
肌
領
の
寄
懸
、

概
殿
の
澁
蕾
、
祭
儀
、
瀞
脳
内
の
紛
擾
等
が
評
記
さ
れ
て
み
る
。
両
も
て
葡
恥

後
に
明
滑
畔
代
に
及
ん
で
、
融
彿
分
離
の
穴
改
革
よ
り
昭
和
の
大
蓬
蕾
完

成
に
至
る
迄
の
叙
蓮
で
終
っ
て
み
ろ
。

　
以
上
の
如
き
内
容
な
持
つ
本
丈
の
弊
、
附
錐
と
し
て
「
現
行
年
中
行
欝
・
」

「
密
例
祭
式
次
第
し
「
頭
人
名
構
表
」
「
祉
家
系
圃
」
一
「
不
動
画
歴
代
表
」
【
魔
藏

野
市
書
登
臨
」
「
瓶
藏
古
詫
録
二
黒
」
韓
が
添
加
さ
れ
、
圖
版
二
十
枚
と
霧

侯
っ
て
、
讃
潜
の
理
解
に
資
す
ろ
鮎
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
要
す
る
に
本
書
に
多
賀
榊
祉
の
趨
源
よ
り
今
“
に
董
ろ
迄
の
歴
吏
的
嚢

遽
か
詑
逃
ず
う
に
営
り
、
融
職
内
部
の
綴
織
適
度
の
諸
問
題
な
級
ふ
と
嗣

噂
に
、
常
に
一
般
噂
代
羅
曾
の
動
応
と
の
關
聯
に
於
て
、
そ
の
槻
察
の
立

脚
黙
為
求
め
乳
と
見
る
纂
が
韻
爽
よ
う
。
そ
れ
ほ
「
多
賀
榊
鮭
更
」
｝
巻
に

於
て
羅
本
強
化
更
の
一
部
門
為
齪
ろ
の
で
ほ
な
く
、
混
の
書
に
於
て
も
亦

a
本
釜
化
の
主
典
推
移
の
経
た
辿
り
得
ろ
で
あ
ら
う
。
換
言
ぜ
ば
此
書
に

著
看
の
明
確
な
意
飼
の
那
蓬
に
在
り
し
か
ほ
瑚
と
し
て
、
多
賀
脚
鰍
の
礎
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